
編集委員の任期も来月までと

なった．就任は九大に赴任して間

もないときのことである．核融合研究所（岐阜県多治見）に

は随分長い間いたが，あまり学会の仕事に縁がなかったの

は不思議な気もする．昨年度は教務主任で大学を空けるの

が難しく，任期の半分ほどは委員会に出席できなかった．

久しぶりに出席してみると，委員長が山�先生から米田先
生に交替していた．申し訳ないので仕事納めの編集後記は

きちんと書きたいところだが…

福岡に移り現在４年目を迎えている．その以前は愛知県

に住んで１９年，学生時代は東京で１１年を過ごした．出身は

北海道で，どんどん文化的に古い所に移って行っている．

現在の勤務地筑紫キャンパスは，そこら中から遺跡が出土

し新しく喫煙コーナーを設置するのさえもままならない．

現在住んでいる所は，田畑に囲まれ小高い所にある大野城

市の新興住宅街である．愛知県では小牧市の桃花台（大城）

というところに住んでいたのだが，やはり田畑に囲まれ高

い場所にある住宅街である．どちらもツツジが道路に沿っ

て植えられており似通った雰囲気である．近くには春日市

があり，以前も隣は春日井市である．「ホタルの里」もあ

り，高速のインターも近い．不思議と類似点が多い．また，

福岡は故郷札幌とともに単身赴任や学会開催地として人気

都市とのこと．都市のサイズも似ているし双方ともラーメ

ンが有名，温度はまったく違うが気候も日本海側の気候，

色々共通点がある．

西へ西へと移っているのだが（国境を越えないようにし

たい），違いもあるが同じ日本．プラズマ・核融合研究も

様々な領域があるが，外から見るとそう大きな違いはない

のではないだろうか．それぞれの領域が互いに協力し合っ

てシナジーを発揮すればプラズマはより興味深い分野にな

ると思う今日この頃である．理工学分野間の競争も激化し

ている昨今，プラズマ・核融合学会の役割は今後更に大き

くなるのではないかと感じている． （藤澤彰英）
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